
研修 評価 

研修名 悲嘆に寄り添う看護の力 ～グリーフケア～ 

領域 
意思決定を支える力を 

高める研修 
会場 看護研修センター 受講料 

会 員:3,080円 

非会員:6,160円 

対象 

 

ラダレベルⅠ～Ⅲ  

募集数(60人)応募数(60人)参加数(55人)会員数(53人)非会員数(2人) 

日時 令和 5年 6月 2日（火曜日）  10:00～ 16:00 

ねらい（目標） １．死後の身体変化について学び、エンゼルケアを見直す 

２．エンゼルメイクを通して、グリーフケアを考える 

講師 樋口 伸子  

 

内容・方法 

○講義内容 

・死後の身体変化・看取りとは・エンゼルケア・困難事例のケア方法  

・グリーフケアとしてエンゼルケアの持つ意味  

○研修方法：講義形式、演習（エンゼルメイク） 

 

 

結果・評価 

（受講者の意見

感想含む） 

○評価方法：アンケート 

○自己課題の達成度 

達成できた・ほぼ達成が 93.9％。「エンゼルメイクは実演もあってとても良かっ

た。」などの意見があった。 

○受講者の満足度 

満足できた・ほぼ満足できたが 97％。「その人らしさを大切に、もっとコミュニケ

ーションをとって最期のケアを提供できるよう学んだことを生かしたい」などの

意見があった。 

企画の評価 ○目標・内容 

理解できた・ほぼ理解できたが合わせて 100％。「経験談や事例などが多くとても

わかりやすかった。」という意見があった。 

○プログラムの妥当性 

整合性はあった・ほぼあったが合わせて 97％。「手探り状態で行っていたエンゼル

メイクを 

学ぶことができてよかった。」という意見があった。 

○事前準備・当日の運営など 

感染予防の観点で、演習はビデオカメラを使用して行った。上から撮影してよか

った。ビデオが見にくかったなどの意見はなかった。  

課題 特になし。 

担当者 教育委員 

 


